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畑 惠子                                   HATA Keiko 
 
中村采女教授を送る言葉 
中村采女先生のご退職を祝して 
Congratulating Professor Nakamura Uneme on Her Retirement 
 
 中村先生がご定年まで数年を残して 2015 年 3 月末にご退職されました。残念で
なりませんが、先生が学生の教育のために、また女性教職員にとっての研究教育
就労環境を改善するために、ご尽力くださったことに感謝しつつ、先生との思い
出を綴らせていただきます。 
 先生とどのようなきっかけで最初にお会いしたのか、はっきりと覚えていませ
んが、ジェンダー研究所が開設され、それまでほとんど面識のなかった方々との
交流が増えるなか、中村先生にも研究会やシンポジウム等でお目にかかり、お話
しするようになったと思います。「采女」という素敵なお名前と、温かく落ち着い
たお人柄で、すぐに先生は私にとって一方的に近しい存在になりました。そのあ
と男女共同参画推進室が開設されると、教育研修部会でもご一緒させていただき
ました。 
 早稲田大学のような大きな組織では、学部を超えて教員同士が、あるいは教職
員が親しく接する機会はほとんどありません。中村先生との出会いを振り返って
みて、ジェンダー研究所と男女共同参画推進室が、問題意識と志向性を共有する
教職員が知り合い、一緒に考え活動できる、貴重な場になっていることを改めて
感じます。 
中村先生はいつも理工キャンパスにおられたために、お会いできる機会は限ら
れていましたが、2 つの出来事が印象に残っています。 
一つ目は、2009 年 10 月、オール早稲田文化週間で男女共同参画推進室主催、
ジェンダー研究所共催で、「ワセ女は彼女たちから始まった」と題して、講演会と 
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写真展を行ったときのことです。講演会は教育学部の湯川次義先生が「女性への
大学教育の開放：早稲田大学の場合」という題目でお話しくださり、会場の小野
記念講堂の入り口のラウンジに戦前・戦中・戦後の 14 葉の写真パネルを展示しま
した。その中には、戦時中、学徒動員で大学を離れる男子学生を見送る女子学生
の写真も含まれておりました。準備段階で、その中の 1 葉には以下のキャプショ
ンが付されていました。長くなりますが、引用します。 
 
「1943 年 9 月 21 日、太平洋戦争が激化する中、それまで、教育上の超非常措
置とも言うべき在学生の徴兵猶予の特典の停止が発表され、ついに、学生も戦場
に駆りだされることになった。その年の 10 月 15 日、早稲田大学は戸塚運動場に
て壮行会を開催し、5,800 人の学徒を戦場に送り出した。」 
「総長の訓示に続いて、在学生代表の送別の辞、これに応える出陣学徒代表の
答辞があり、終わって一同『海ゆかば』を斉唱し、次いで総長の発声で天皇陛下
万歳を三唱、最後に校歌を合唱して会を閉じた。壮行会終了後、出陣学徒は、政・
法・文・商の各学部ごとに運動場から道路を横切り、報国碑まで行進した。報国
碑への拝礼を終わった一同はそれぞれに解散したが、文学部学生は大隈講堂前に
集合して記念撮影をし、さらに神楽坂を経て靖国神社、宮城に至り、遥拝を行っ
た。この日のために、当時、文学部哲学科芸術学専攻に在学していた三浦〇〇ほ
か一名の女子学生は母の着物の胴着裏をはがして幅一メートル、長さ三メートル
の幟を作り、教授会津八一に懇願して『学徒出陣』の文字を記してもらい、行進
の先頭に立った。」 
 
それは写真が収められた『早稲田女子学生の記録 1939－1948』に掲載されて
いた当時の女子学生が書いた文章をそのまま引用する形で、写真パネルの準備を
していた方々が用意してくださったものでした。しかし、中村先生から、とくに
後段について、「学徒出陣の写真について、このような説明を共同参画室、ジェン
ダー研の催事で用いてよいのか」という問題提起がありました。「学徒出陣に対す
る大学の責任」とそれに私たちがどのような姿勢で臨むのかを問う、厳しいご意 
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見でした。実は私自身も文言は気にはなっていましたが、むしろそのままのほう
が戦時下の学生を取り巻く非情な状況が伝わるかもしれないと考えていました。
しかし中村先生からのご指摘を聞いたときに、そのような甘さを反省しました。
そして、このような問題意識をもった人たちと一緒に活動させてもらっているの
だ、と胸が熱くなるくらい、感動しました。その後、議論の結果、後段を削除し
て展示することになりました（私自身、最終的にどのようになったのか思い出せ
ませんでしたので、参画室の熊丸さんに確認しました）。中村先生は、このように
物事の本質を問い、筋を通す信念の方なのです。 
 もう一つの思い出は 2010 年、中村先生が在外研究で 1 年間、ドイツに行かれた
ために、オムニバス形式の「都市と文化」という理工の講義を担当させていただ
いたことです。私の担当は確か 3 回でしたが、メキシコシティを題材に、スペイ
ン征服前から植民地期、独立・革命、革命後と時代区分をして講義を組み立てま
した。メキシコシティはアステカ王国の首都であった時代から続くおもしろい歴
史をもっていますので、いつかまとめてどこかで話したいと思っていました。実
際に調べ始めると興味はつきず、私自身は大満足でした。「自分が楽しかった」だ
けでは教員として無責任ですが、自分自身がモニュメントを通した歴史の再考に
関心をもっていることに気付かせてもらうことができました。中村先生とご一緒
になにかをしたということではありませんが、あのような機会を与えてくださっ
たことに、心から感謝しています。私のほうがお礼を申し上げるべきなのに、先
生はドイツから素敵なバスタオルをお土産に持ち帰ってくださいました。 
 先生は理工学部という特殊な環境のなかで、人文系・語学の講義を担当される
という、とても難しいお立場におられました。創造理工学部のなかには、社会・
文化領域があり、先生はその要として、理工学部における人文・語学教育につい
て真剣に考え、取り組んでこられました。実学・スキル修得、英語のコミュニケ
ーション能力のみが偏重される昨今、理工系の学生たちにも学部内で、社会・文
化について学ぶ機会を提供し、理工系教育との橋渡しに努められてこられたこと
に、僭越ながら敬意を表したいと思います。「都市と文化」という講義も、このよ
うな理念の下で組織されたものであったと思います。 
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 先生と名誉教授授与式でお会いしたとき、「近くに住んでいるので、またお会い
できますから」とおっしゃって下さいました。ジェンダー研究所の集まりにお元
気なお顔をみせたくださることでしょう。先生が私たちに残してくださったこと
を、しっかりと引き継いでいかねばならないとの思いを新たにしています。 
中村先生、いろいろとお教えいただき、また貴重な機会を頂戴し、ありがとう
ございました。先生のご健勝をお祈りいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
